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研究成果の概要（和文）：看護師のアセスメント能力の向上には、健康相談希望者に関する情報収集能力と的確
な分析力の向上が必要である。本研究では、遠隔健康相談を希望する地域住民のＢＭＩ、食事の摂取量と内容、
自己採血データ、筋肉量等の体組成、日常生活習慣などのデータを、相談担当の在宅看護師と共有できる、個人
情報を保護したデータ管理システムを開発した。在宅看護師による各データの分析のシミュレーション研修は、
健康相談者とデータを共有しながらの、在宅看護師による問診および視診において、効率的で効果的であった。

研究成果の概要（英文）：In order to improve the assessment ability of nurses, it is necessary to 
progress the ability to collect information on health consultation applicants and to improve 
accurate analytical skills. We developed a data management system that protects personal 
information. In this study, the data collected were BMI of local residents who need to have remote 
health consultation, body composition such as muscle mass, self-collected blood data and daily life 
habits etc. These data were shared by home nurse in charge of consultation and resident through the 
screen. The simulation training of analysis of each data by home nurse was efficient and effective 
in interview and inspection by home nurse while sharing data with remote health consultation 
applicant.

研究分野： 看護管理

キーワード： 看護師　遠隔健康相談　在宅　アセスメント　問診

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、遠隔健康相談システムのさらな

る発展に向け、在宅ワーク看護師のアセスメ

ント能力の向上を目指し、潜在的な資源であ

る大学病院等が開発した様々なアセスメン

ト能力向上プログラムの応用を基礎とする。

また、、短時間で的確な対応が求められる在

宅健康相談を担当する看護師の能力向上に

向けた研修プログラムの開発と検証は、在宅

療養を担う看護師の能力開発にも応用可能

と考える。 

本研究は、医療格差が著しい国際社会での

健康管理分野において、ＩＣＴを活用した健

康相談システムを運営する際、キーパーソン

となる看護師の能力開発に貢献できる。 

 

２．研究の目的 
在宅ワークの看護師が、遠隔健康相談を効

果的で効率的に行うために、過去の相談内容

の分析に基づき、相談時の問診および視診に

必要な情報および収集方法について検討す

る。 

地域住民の個人情報の保護を重視し、在宅

ワーク看護師と効果的に健康に関する情報

を共有できる管理システムを発展させる。 

また、大学病院等の看護部の研修内容を分

析し、アセスメント能力の向上に必要な研修

内容を特定する。遠隔健康相談を担当する看

護師のアセスメント能力の向上を目指す、在

宅ワーク看護師の研修プログラムの開発と

その内容を検証する。 

 

３．研究の方法 
遠隔健康相談の内容を分析し、地域住民か

ら収集可能な生体情報および生活習慣情報

を抽出する。 

地域住民の健康に関するセルフマネジメ

ント能力の向上を目指し、保護された健康に

関する情報を、健康相談を担当する在宅ワー

ク看護師と画面で共有できる情報管理シス

テムを開発する。 

大学病院等の看護部で行われているアセ

スメント能力の向上に関する研修内容を分

析する。。 

在宅ワーク看護師のアセスメント能力の

向上を目指す研修を個別に実施し、その内容

と成果に関し聞き取り調査を行う。 

 
４．研究成果 

遠隔健康相談を任意に希望する地域住民

が利用しやすいよう、市民広場などに設置し

た測定器具や装置を利用して、取得可能な生

体情報の、血圧、ＢＭＩ、体組成計による筋

肉量、脂肪率、水分率、基礎代謝量、握力、

骨密度、自己採血による血糖、脂質、肝臓機

能、腎臓機能、尿酸、骨密度などを測定した。

また、自己採血は、研究に協力する薬局にお

いて、薬剤師の指導の下、実施し、データ管

理を行った。さらに、食事はＢＤＨＱ（簡易

型自記式食事歴法質問票）を使用しての最近

1 か月の食事摂取内容、および排泄等の習慣

に関し質問票を用い、健康相談前に情報収集

を行うこととした。徐々に健康チェックを継

続する住民がみられるようになった。 

遠隔健康相談には、個人情報保護が重要と

なるため、住民の同意の下、住民の測定した

データをクラウド内で管理する健康情報管

理システムを開発した。在宅ワークの看護師

と画面で各々情報共有できるようにマニュ

アルおよび体制を整備した。 

 また、同意を確認後、遠隔健康相談希望者

の健康情報の画面を共有し、在宅ワーク看護

師は問診および視診をしながら、保健指導を

実施した。従来は、その場での任意の健康相

談であったが、地域住民自身の健康管理意識

の向上を目指す観点から、事前の健康に関す

る情報の把握と分析は、地域住民にとっても

在宅ワーク看護師にとっても有効であった。 

大学病院等で開発された各種の看護師の

アセスメント能力向上に関する研修プログ

ラムを分析した。その結果、アセスメント能

力の向上には、問題発見能力および問題特定



能力を高めること、目標達成アプローチ方法

における目標の設定に関すること、さらに具

体的な事象を抽象化するプロセスと抽象的

表現を具体的に他者に伝える能力を高める

こと、表現の簡潔化と他者の反応への言語お

よび言語以外の多様なアプローチ方法を獲

得する必要性が明らかとなった。 

研修を受けた看護師は、問題の特定内容に

より解決アプローチの方法が異なること、そ

の結果も異なることを実感したと回答した。

また、具体的な事象の抽象化および抽象化さ

れた表現を具体化する研修内容に関しては、

抽象化する過程の困難さ、具体的な事象を簡

潔に表現する困難さが課題であった。 

地域住民のデータに基づいた遠隔健康相

談は、住民と画面でデータを共有し、標準値

や基準値と確認しながら日常生活を分析で

きるため、特に問診時においてはこのデータ

管理方法は効果的であった。継続して健康相

談を受ける住民とは、データの変化を確認で

きるため、より効果的であった。また、従来

の住民の主観的なデータのみではなく、血液

データなどの客観的データを確認しながら

の遠隔健康相談は住民の満足度も高かった。 
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